
 

ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

千葉大学教育学部
国際ヘルス・プロモーティン
グ・スクール(HPS)
シンポジウム＆研修会
テーマ

日時

会場

対象

プログラム

参加費

申し込み方法

問い合わせ先

UR

全国訪問看護事業協会
セミナー

リハビリスタッフのための研修会

―訪問看護ステーションに所属する

リハビリスタッフの皆さん集まれ!

日程

会場

プログラム

対象

定員

参加費

認知症をめぐる動向と訪問看護―

とらえ方とかかわり方を学ぶ

日程

会場

プログラム

対象

定員

参加費

訪問看護ターミナルケア集中講座

―訪問看護が支える在宅ターミナル

ケア

日程

プログラム

対象

定員

参加費

(以下共通)

申し込み方法

問い合わせ先

期

【1日目】「ガン治療の現状・動

向」／「ターミナル期の疼痛コントロ

ールの理解と実際」高野

：いじめ等の現代的課題に対

応するために，世界から学ぶ健康的

な学校づくり

めぐ

：3月9日(土)10：00－16：45

み(

：千葉大学けやき会館(千葉市

稲毛区)

悠

の

：教職員，大学院生，大学生，

一般市民

木訪問看護

：挨拶／基調講演「世

界・アジアの子どもたちの健康課題

と学校保健」／シンポジウム(通訳あ

り)「世界のHPSから学ぶ健康的な

学校づくり」司会：高橋浩之，「日

本のHPSと千葉大学のHPSプロジ

ェクト」岡田加奈子(千葉大学)，

「いじめ等の問題に対応するために，

台湾のHPSと命の教育」Ya Wen
 

Huang(Asia University；台湾)，

「韓国のHPS政策」Nam Eun Woo

(Yonsei University；韓国)，「東南

アジア・メコン圏諸国における

HPS普及の経験と実施における課

題」小林潤(国際学校保健コンソー

シアム)／ピアノ演奏／教育講演

「『いじめ問題』をどうとらえるか―

教育臨床の現場より」磯邉聡(千葉

大学)／分科会「いじめ等に関わる

課題への対応」，分科会1「フィジ

カルアセスメント」三村由香里(岡

山大学)，分科会2「いじめと特別

支援教育」北島善夫(千葉大学)，分

科会3「いじめを防ぐ」佐瀬一生

(千葉大学)，分科会4「アメリカの

スクールナースの実践」Marian
 

Nowak(アメリカ)

ステー

：無料

ション)／「

：下記ホームページよ

り申し込み

公開

コンサル

：事務局

info＠chiba-hps.org
 

http://chiba-hps.org/archives/

421

テーション(疼痛コントロ

ール)」高野めぐみ

【2日目】「訪問看護における症状緩

和の実際」高沢洋子(淀川キリスト

教病院訪問看護ステーシ

：3月9日(土)

ョン

：全社連研修センター(東京都

港区)

)／「公

開

：「訪問看護ステーショ

ンにおけるリハビリスタッフの役割

―現状と課題，連携について」「リ

ハビリテーションとケアについて―

看護の役割をリハビリスタッフの視

点から考える」「グループワーク」

コン

：訪問看護ステーションの看護

師・理学療法士・作業療法士・言語

聴覚士

サル

：約80名

テーシ

：会員6000円，非会員1万

8000円

ョン(症状緩和)」

高沢洋子／「臨死期のケア」高沢洋子

第 期

【1日

：3月16日(土)

目】

：大阪介護支援専門員協会内研

修センター(大阪市中央区)

「退院調整

：「認知症の理解」石川

智久(熊本大学大学院生命科学研究

部神経精神医学分野)／「訪問看護ス

テーションにおける認知症ケアの実

際」矢田みゆき(訪問看護ステーシ

ョン来夢)／「認知症を支える在宅サ

ービス」西ケイコ(デイサービスな

ごみの家)

・支

：訪問看護ステーション管理

者・従事者

援に

：約100名

ついて

：会員6000円，非会員1万

8000円

の進め方と実際」／「在宅ターミナル

ケアにおけるチームケアの実際」／

「事例検

【大阪】

第 期4月11日(木)・12日(金)

第 期5月23日(木)・24日(金)

第 期6月27日(木)・28日(金)

【東京】

第 期11月28日(木)・29日(金)

第 期12月19日(木)・20日(金)

第 期2014年1月23日(木)・24

日(金)

討」宮崎和

第 期

【1日目】「開講式」／「在宅ホスピス

緩和ケアの実際」川越博美(訪問看

護パリアン)／「懇親会」

【2日目】「在宅ターミナルケアの考

え方と取り巻く法的知識」／「在宅タ

ーミナルケアのプロセスとケアのポ

イント」／「在宅ターミナルケアにお

ける医師から見た訪問看護のあるべ

き姿」

第

加子(全国訪問看

護事業協会)

【2日目】「ターミナルケアに関連し

た活動について」／「まとめ」

：訪問看護ステーション管理

者・従事者(通期受講可能者)

：約50名

：会員6万円，非会員12万

円

：ホームページにある

申込書をFAX，または電話にて。

：全国訪問看護事業協
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UR

職場リスナー養成研修

日程・プログラム

会場

講師

参加費

問い合わせ・申し込み先

F X

 

UR

日本精神保健看護学会
第23回学術集会・総会

テーマ

日程

会場

プログラム

参加費

申し込み方法

問い合わせ先

F X

 

UR

日本災害看護学会
第15回年次大会

日程

会場

テーマ

プログラム

【演題募集】

一般演題>

登録期間

登録方法

応募資格

応募分野

ワークショップ，交流集会>

参加費

申し込み(事前登録)

参加費振込期限

懇親会

問い合わせ先

F X

 

UR

会事務局

☎03-3351-5898 03-3351-5938

保

http://www.zenhokan.or.jp/

ヨシヤビル7

階

☎011-299-59

3月24日(日)「傾聴力」

4月14日(日)「観想力」

4月28日(日)「物語る力」

10

：子ども家庭教育フォーラム・

相談室(千葉県松戸市)

：富田富士也(子ども家庭教育

フォーラム)，荻野ゆう子(同)

0

：1万2000円(通信代1000

円別途)

11-299-5911

：子ども家

庭教育フォーラム

〒270-2253 千葉県松戸市日暮2-

6-7 ベルテ松戸101

☎047-394-6000 047-394-6010

健

http://www.kodomoforum.com/

jsdn15＠ec-pro.co.jp

師

：精神看護の原点―叡智の伝

承

ht

：6月15日(土)・16日(日)

tp

：京都テルサ(京都市南区)

://ww

【6月15日】

大会長講演「臨地・教育から学んだ

精神看護の原点と叡智」北島謙吾

(京都府立医科大学医学部看護学

科)／基調講演「精神看護の原点―

変わっていくもの，変わってはなら

ないもの」坂田三允(多摩あおば病

院)／特別講演「洛北岩倉と精神医

療史―精神障害者の居場所としての

岩倉」中村治(大阪府立大学人間社

会学部)／シンポジウム「精神看護

の原点―臨床・研究・地域の叡智を

伝承する」座長：瀧川薫(滋賀医科

大学医学部看護学科)，池邉敏子(千

葉科学大学)，シンポジスト：宮本

真巳(東京医科歯科大学大学院保健

衛生学研究科)，田上美千佳(東京都

医学総合研究所心の健康プロジェク

ト)，清水美代子(元兵庫県精神保健

福祉センター)／ワークショップ

【6月16日】

一般演題／総会／ワークショップ／

市民公開講座「日本人の死生観と癒

し」演者：カール・ベッカー(京都

大学こころの未来研究センター)，

座長：寳田穂(大阪市立大学大学院

看護学研究科)

w.e

(～4/26)会員7000円，非会員8000

円，学生(大学院生をのぞく)3000円

(当日)会員8000円，非会員9000円，

学生3000円

c-pro.

：下記ホームページよ

り申し込み

co.jp/

：日本精神保健看護学

会第23回学術集会・総会運営事務

所

〒604-8162 京都府京都市中京区烏

丸通六角下ル七観音町634 株式会

社コンベンションリンケージ内

☎075-231-6357 075-231-6354

japmhn23＠c-linkage.co.jp

ジ

http://japmhn23.umin.jp/index.

html
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：8月22日(木)・23日(金)

o.

：札幌コンベンションセンター

(札幌市白石区)

03 2

：災害看護―その多様性への

挑戦

013 2

：大会長講演／特別講演

(一般公開)／教育講演「急性期の災

害医療(仮)」「日本のテロ対策(仮)」

「急性放射線被爆への対応(仮)」／シ

ンポジウム，ワークショップ「災害

看護学教授法，看護専門家の活動と

他職種連携の実際など」／日本災害

看護学会企画／一般演題(口演・示

説)など

41

：2月26日(火)～4月 23

日(火)

：オンライン登録のみ

：共同研究者も含め日本災

害看護学会の個人会員であること

：01災害の実態調査／02

支援活動報告(DMAT/JMAT含)／03

災害看護教育／04災害訓練／05災

害管理体制・備え／06国際看護協

力・活動／07救援／支援ネットワ

ーク／08こころのケア／09災害復

旧・復興対策／10その他

募集企画：学会テーマ・趣旨に沿う

企画

※ワークショップ90分，交流集会

60分の予定

事前(～7/17)：会員8000円，非会

員1万円

当日：会員1万 円，非 会 員 1万

2000円

大学院生，認定看護師教育受講者を

除く学生2000円

：下記ホームペ

ージより申し込み

：7月25日(木)

：8月22日(木)，ホテルオ

ークラ札幌，事前登録5000円，当

日登録6000円

【プログラム・演題登録に関して】

〒060-0011 北海道札幌市中央区北

11条西13丁目 札幌市立大学看護

学部内事務局

jsdn15＠scu.ac.jp

【年次大会全般について】

イベント・コンベンション・プロ

〒060-0807 北海道札幌市北区北7

条西4丁目8-3 北口
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